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遊 星 界
　野山は凡て，一面に純白の雪の衣に包まれて，面かにやすむ夜孚，地上の
銀世界と，瞬もせす此れを見守る冬の生座とは，共に一一年に一度の美はしv・
堂1照であらう．1巨一Eきらめく大室は，どこまでとも限る事の出來ぬ深みを見
ぜて冴え渡り，星を二つる者にとっては，なつかしいLオリオジ1の姿が南天
高くに懸ってみるのも・うれしい．
　天の河は略南北に流れて，Lカシオペヤ■，　Lペルゼ1，’しおほいぬ「，しこv’ぬ「
を其の流域に含み，Lオリオンー］としnふたこnとを爾岸に掛峙させて，しぎよしや’ri
や．，Lうし’iを中流に浮べてみる・Lペガズの正方形は西室に傾いたが，　L、ア
ンドロメ「の渦状星霧や，Lオリオン「座θ星附近の彼の大星霧は，未だまだ
高く，肉眼にもそれと頷かれ，小望遠鏡所有者の大なる興味を引くものであ
る．Lブレアデズは肉眼的星團の好標本．　Lペルセ「座二重呈團は双眼鏡にて
面白v・．遊星界の人氣者たる木星が既に東の方から上って來て今後の室を賑
はす事となる・
